
明治22年の三芳村近辺の地図。
上富・北永井・藤久保・竹間沢の字名が
記され4村で合併したことがわかります。

三
芳
町50

年
の
あ
ゆ
み

昭
和
45
年（
１
９
７
０
）

4
月
1
日

7
月

11
月

11
月
3
日

藤
久
保
小
学
校
開
校（
校
舎
は
昭
和
46
年
4
月
完
成
）

旧
役
場
庁
舎
完
成

東
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
発
足

町
制
施
行

昭
和
46
年（
１
９
７
１
）

1
月

12
月
20
日
町
章
決
定

関
越
自
動
車
道
練
馬
I
C
〜
川
越
I
C
開
通
・
三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
供
用
開
始

昭
和
47
年（
１
９
７
２
）

4
月
1
日

6
月
18
日

三
芳
小
学
校
第
一
分
教
場（
上
富
分
校
）が
独
立
し
、
上
富
小
学
校
開
校（
校
舎
は

同
年
11
月
完
成
）／
第
一
保
育
所
開
所

竹
間
沢
車
人
形
復
活
公
演

昭
和
48
年（
１
９
７
３
）

1
月

3
月

4
月
13
日

11
月

三
芳
中
学
校
の
木
造
校
舎
を
建
て
替
え
、
新（
現
）校
舎
完
成

三
芳
町
土
地
開
発
公
社
発
足

人
口
2
万
人
突
破

藤
久
保
小
学
校
の
増
築
校
舎（
北
側
）完
成

昭
和
49
年（
１
９
７
4
）

2
月

清
掃
工
場
操
業
開
始

昭
和
50
年（
１
９
７
５
）

3
月

4
月
1
日

11
月

竹
間
沢
車
人
形
芝
居
用
具
、
県
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

唐
沢
小
学
校
開
校（
校
舎
は
同
年
7
月
完
成
）

三
芳
町
公
共
下
水
道
事
業
開
始

昭
和
51
年（
１
９
７
６
）

3
月

4
月

12
月

三
芳
小
学
校
東
側
の
木
造
校
舎
を
建
て
替
え
、
東（
現
）校
舎
完
成

多
福
寺
周
辺
の
平
地
林
が
県
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
開
始（
新
開
遺
跡
）

竹
間
沢
に
文
化
財
史
料
館
開
設

昭
和
52
年（
１
９
７
７
）

4
月

10
月
21
日
三
芳
東
中
学
校
開
校
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所
／
総
合
運
動
場
開
設

東
武
東
上
線
み
ず
ほ
台
駅
開
業

昭
和
54
年（
１
９
７
９
）

4
月

11
月

第
二
保
育
所
開
所
／
藤
久
保
に
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設

第
1
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

昭
和
55
年（
１
９
８
０
）

1
月
1
日

11
月
15
日

11
月
16
日

町
民
憲
章
・
町
民
の
日
・
町
の
木
・
町
の
花
・
町
の
鳥
を
制
定

「
み
よ
し
台
」地
区
誕
生

第
1
回
産
業
祭
開
催

昭
和
56
年（
１
９
８
１
）

4
月
1
日

4
月

竹
間
沢
小
学
校
開
校
／
第
三
保
育
所
開
所

藤
久
保
児
童
館
開
館
／
農
業
セ
ン
タ
ー
開
設

昭
和
57
年（
１
９
８
２
）

1
月
8
日

6
月
30
日
三
芳
み
ず
ほ
台
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

人
口
3
万
人
突
破

昭
和
58
年（
１
９
８
３
）

5
月
1
日
藤
久
保
公
民
館
開
館

昭
和
59
年（
１
９
８
４
）

4
月
1
日

8
月

藤
久
保
中
学
校
開
校
／
公
共
下
水
供
用
開
始

藤
久
保
東
第
二
遺
跡
か
ら
県
内
最
古
の
石
器
出
土

昭
和
61
年（
１
９
８
6
）

11
月
23
日
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

昭
和
62
年（
１
９
８
７
）

5
月

総
合
運
動
公
園
開
設

昭
和
63
年（
１
９
８
８
）

7
月
10
日
旧
池
上
家
住
宅
・
こ
ぶ
し
の
里
完
成

平
成
元
年（
１
９
８
９
）

2
月
27
日

9
月
2
日

11
月
3
日

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称「
み
ら
い
君
」に
決
定

三
芳
生
誕
１
０
０
周
年
記
念「
み
よ
し
１
０
０
年
ま
つ
り
」開
催

三
芳
生
誕
百
年
記
念
式
典
開
催

平
成
2
年（
１
９
９
０
）

7
月

8
月

中
央
図
書
館
開
館
／
町
制
20
周
年
み
よ
し
ま
つ
り
開
催

県
内
町
村
初
の
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
に
な
る

平
成
3
年（
１
９
９
１
）

9
月

第
1
回
み
よ
し
ま
つ
り
開
催

平
成
4
年（
１
９
９
２
）

8
月

竹
間
沢
公
民
館
・
出
張
所
・
児
童
館
開
館

平
成
6
年（
１
９
９
４
）

7
月

11
月

広
報
み
よ
し
５
０
０
号
発
行

現
在
地
に
役
場
新
庁
舎
が
完
成
し
、
業
務
を
開
始

平
成
8
年（
１
９
９
６
）

7
月
7
日

7
月
20
日
三
富
新
田
開
拓
３
０
０
年
を
記
念
し
、
旧
島
田
家
住
宅
を
移
築
復
元

図
書
館
竹
間
沢
分
館
開
館

平
成
9
年（
１
９
９
７
）

6
月
14
日
「
竹
間
沢
東
」が
誕
生

平
成
10
年（
１
９
９
8
）

11
月
12
日
三
芳
町
竹
間
沢
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

平
成
12
年（
２
０
０
0
）

4
月
1
日

11
月

2
市
2
町
合
併
協
議
会
設
置（
富
士
見
市
、
上
福
岡
市
、
大
井
町
、
三
芳
町
）

町
制
30
周
年
記
念「
広
報
み
よ
し
」縮
刷
版
刊
行

平
成
14
年（
２
０
０
２
）

4
月
21
日
文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し
開
館

平
成
15
年（
２
０
０
3
）

10
月
26
日
合
併
に
関
す
る
民
意
を
問
う
住
民
投
票
↓
合
併
協
議
会
解
散

平
成
17
年（
2
0
0
5
）

4
月
17
日
三
芳
ス
マ
ー
ト
I
C
社
会
実
験
開
始（
ハ
ー
フ
運
用
）

平
成
18
年（
２
０
０
６
）

10
月

第
4
次
総
合
振
興
計
画
策
定

総
合
体
育
館
開
館

平
成
20
年（
2
0
0
8
）

6
月
1
日
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行

平
成
22
年（
２
０
１
０
）

町
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
、「
み
ら
い
く
ん
」の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド「
の
ぞ
み

ち
ゃ
ん
」誕
生

平
成
23
年（
２
０
１
１
）

10
月
15
日
第
1
回
世
界
一
の
い
も
掘
り
ま
つ
り（
当
時
は「
世
界
一
の
い
も
掘
り
大
会
」）開
催

平
成
24
年（
２
０
１
2
）

3
月

マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
タ
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ヤ
市
議
会
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
協
定
締
結

旧
中
央
公
民
館
閉
館

平
成
25
年（
２
０
１
3
）

4
月

み
よ
し
野
菜
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

平
成
27
年（
２
０
１
５
）

5
月
15
日

7
月
31
日
現
・
中
央
公
民
館
開
館（
併
設
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
同
年
4
月
稼
働
）

三
芳
ス
マ
ー
ト
I
C
連
結
許
可
日（
フ
ル
化
）

平
成
28
年（
２
０
１
６
）

6
月

第
5
次
総
合
計
画
策
定

よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち
宣
言

平
成
29
年（
２
０
１
７
）

3
月

12
月

「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
タ
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ヤ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

平
成
30
年（
２
０
１
８
）

4
月
27
日
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔
道
の
オ
ラ
ン
ダ
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

令
和
元
年（
２
０
１
９
）

2
月
12
日

4
月
1
日
三
芳
町
藤
久
保
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

三
芳
生
誕
１
３
０
年
イ
ベ
ン
ト
開
催

令
和
２
年（
２
０
２
０
）

2
月
28
日

6
月

11
月
13
日

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
レ
ー
シ
ア
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

広
報
み
よ
し
１
０
０
０
号
発
行

三
芳
町
富
士
塚
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

令
和
3
年（
2
0
2
1
）

7
月
6
日

10
月
21
日
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
実
施

三
芳
町
北
松
原
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

三芳町長

この記念誌は、この地を開拓し継承してきた先人たちの思いや伝統を大切に
しながら、未来の世代に残したい伝えたい町の魅力をまとめたものです。
「念ずれば花ひらく」(坂村真民)という詩があります。これまで多くの町民の
皆様の願いと思いが多くの花を町に咲かせてきました。これからも町の発展と
町民の皆様の幸せを願い、たゆまぬ努力を続け、次の100周年という大輪の花を
咲かせられるよう邁進してまいります。
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MIYOSHI 1889年1889年

町制施行記念式典が開催された三芳
中学校体育館（同年に完成）。初代町
長より、町制施行が高らかに宣言され
ました。

1970年

ふ
る
さ
と
ア
ル
バム

ふ
る
さ
と
ア
ル
バム

ふ
る
さ
と
ア
ル
バム

昔
懐
か
し

江戸時代に杉並木として整備された川越
街道藤久保の並木。杉の巨木は環境の変
化で姿を消し、現在は写真に写る松の木
が数本残るのみとなっています。

1970年1970年

現在の藤久保第一公園から鶴瀬駅
方面を見た景色。このころは一面に
畑が広がっていました。

1970年1970年



国
際
交
流

芸
術

    •
  

文
化

子育て

イベント

読
書
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る

よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち

町
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト（
4
ヵ
月

児
）や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ス（
2
歳

6
ヵ
月
児
）、
図
書
館
の
お
は
な
し
会
、

保
育
所
・
児
童
館
・
公
民
館
で
の
読
み
聞

か
せ
の
会
、
全
小
中
学
校
で
の「
朝
読
書
」、

図
書
館
司
書
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
学
校
訪
問

な
ど
を
活
発
に
実
施
。
児
童
書
専
門
司
書

を
育
成
し
て
読
書
の
輪
を
広
げ
て
き
た

図
書
館
は
、平
成
14
年
と
26
年
に「
子
ど
も

読
書
活
動
優
秀
図
書
館
」と
し
て
文
部

科
学
省
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
は
、
平
成
28
年
に「
よ
み
愛
・
読
書
の

ま
ち
宣
言
」を
し
、「
魔
女
の
宅
急
便
」の

著
者
、
角
野
栄
子
先
生
の
記
念
講
演
会
を

開
催
。
宣
言
5
周
年
の
令
和
3
年
に
も

角
野
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎月23日を「よみ
愛・読書の日」と定
め､家庭・学校・図
書館・職場・地域
で､ 読書や読み合
うことを楽しむ人の
輪を広げます

中
学
生
海
外
派
遣

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
校
と
の
交
流
な
ど
、
豊
か
な
体
験
を
通

し
て
国
際
感
覚
を
育
て
る
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
の
親
善
訪
問
団
を

受
け
入
れ
、
多
文
化
共
生
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

平
成
9
年
〜
20
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、平
成
24
年
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
、令
和
元
年
度
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
派
遣
・
交
流
し
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、私
立
学
校
A
P
S
S（
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ス
マ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
）と
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
ペ
タ
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
ヤ
市
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
し
た
。保

育
士
、
子
育
て
経
験
者
等

が
常
駐
し
て
お
り
、
子
育
て
家

庭
の
親
子
が
安
全
に
遊
び
、
他

の
利
用
者
と
知
り
合
い
に
な
れ

る
よ
う
支
援
す
る
ほ
か
、
親
子

で
楽
し
め
る
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

育
し
ま
し
た
。

日
本
農
業
遺
産
認
定

「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」

平
地
林
の
落
ち
葉
を
発
酵
さ
せ
て
畑
の
肥
料

と
す
る
、江
戸
時
代
か
ら
3
0
0
年
以
上
続
く

伝
統
農
法
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、火
山
灰
に
覆
わ
れ

た
農
業
に
は
適
さ
な
い
土
壌
を
改
良
し
、安
定

的
に
作
物
を
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
で
も
数
少
な
い
大
都
市
近
郊
に
お
け
る
農

業
遺
産
と
し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、平
成
29
年
に
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
。

現
在
は
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
向
け
、Ｆ
Ａ
Ｏ

（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）へ
世
界
農
業
遺
産
認
定

申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
世
界
農
業
遺
産
国
際
会
議
2
0
2
1
」で
は
、

世
界
農
業
遺
産
が
S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
達
成
、気
候
変
動
の
緩
和
、生
物
多
様
性

の
保
全
な
ど
世
界
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

こ
と
の
確
認
や
提
言
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。世
界

農
業
遺
産
の
認
定
を
目
指
す
地
域
と
し
て
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
の
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け

て
の
使
命
と
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
I
C
フ
ル
化

町
内
に
は
、
関
越
道
の
三
芳
ス
マ
ー
ト
I
C
、

近
隣
に
は
所
沢
I
C
・
川
越
I
C
が
あ
り
、
圏
央

道
や
外
環
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
い
る

た
め
、
工
業
・
流
通
地
域
と
し
て
発
展
し
、
現
在

も
有
名
企
業
の
工
場
や
物
流
拠
点
な
ど
多
く
の

事
業
所
が
展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
三
芳
ス
マ
ー
ト
I
C
は
フ
ル
イ
ン
タ
ー

化
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
高
速

道
路
網
の
利
便
性
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
地
域
の

観
光
お
よ
び
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の
促
進
、

物
流
面
に
優
れ
た
企
業
立
地
に
も
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

絶品！絶品！町の特産品町の特産品
○富の川越いも
「川越いも」は川越地方でとれるサツマイモを
指します。その中でも上富地区で栽培されるサツ
マイモは「富の川越いも」として知られています。
金時と呼ばれ、親しまれている紅赤は、皮が鮮やかな
赤色で身は美しい黄色。ほくほくとした食感と上品
な甘さを楽しめます。

○みよし野菜
町の農業は首都30㎞圏内、畑作中心の都市近郊農業と

して、県内有数の農業生産額を上げています。みよし野菜は、
歴史ある三芳の大地が育んだ美味しくて高品質な野菜です。
若手農業者で構成される「みよし野菜ブランド化推進研究
会」は、みよし野菜の味と品質を広く知ってもらうため、ブラン
ド化に取り組んでいます（PRイベントの実施、レシピ開発な
ど）。安心安全で高品質なみよし野菜をぜひご賞味ください。

○狭山茶
町で生産された狭山茶は、毎年行われる品評会

で上位に入賞し、農林水産大臣賞を受賞、宮内庁
に献上する品に選ばれるなど、その品質の高さは
折り紙付きです。町内では賞を受賞した商品をは
じめ、有機無農薬栽培のお茶、狭山茶を使用した
様々な甘味などを購入できます。

○そば
町内には約20ヘクタールのそば畑が広がり、埼玉
県有数の生産地となっています。三芳町産のそばは
粘りが強く、十割そばにしても歯切れやのどごしの
良さが特徴です。5月～6月の初夏と10月～11月の
秋頃には、畑一面のそばの花が見頃を迎えます。三芳
町産のそばをぜひ町内のお店でご賞味ください。

毎年９月の第１土曜日に開催。家族や友人が
集い、町が一つになります。フィナーレには約
２千発の花火が、町の夜空を彩ります。

毎年11月第2土曜・日曜日に開催され、町内の農産
物、工業製品など様々な商品が一堂に会します。
産業祭ではみよし野菜の販売及び農産物品評会の
表彰式が行われます。

毎年9月末から10月はじめの土曜日に開催。約
440ｍの世界一長い畝で行ういも掘りには、1,000
人以上の参加者が集まる町の一大イベントです。

パラバドミントン体験会

ハラル料理講座

映
画「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」

オ
ン
ラ
イ
ン
上
映

生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞
こ
え
な
い
映
画

監
督
・
今
村
彩
子
さ
ん
が
自
転
車
で
日

本
を
縦
断
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
。

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
8
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
題
材
に
し
た
こ
の
映
画
を
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
し
、
町
が

目
指
す
共
生
社

会
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
つ

く
り
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

初
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
タ
リ

ン
グ
・
ジ
ャ
ヤ
市
。
こ
れ
ま
で
教
育
・
文
化
・
芸

術
な
ど
様
々
な
分
野
で
交
流
を
続
け
た
点
が
評

価
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の「
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
※
」と
し
て
国
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、町
で
は
共
生
社
会
推
進
懇
談
会

を
発
足
し
、心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

※
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
交
流
を
契
機
に
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

中学校での
上映会の様子。

集会所でも上映会を
実施しました。

里
神
楽

町
の
竹
間
沢
に
伝
承
す
る「
里
神
楽
」は
、前
田

家
が
代
々
家
元
を
務
め
て
い
て
、神
楽
面
の
製
作

も
自
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。面
や
道
具
は
県
の
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、舞
は
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。竹
間
沢
の
神
楽

は
、毎
年
各
地
の
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
ほ
か
、県
内

外
で
の
公
演
や
海
外

で
も
披
露
す
る
な
ど
、

伝
統
を
守
り
な
が
ら

町
の
伝
統
芸
能
を
世

界
に
広
め
、人
び
と
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

車
人
形

轆ろ
く
ろ
ぐ
る
ま

轤
車
※
に
乗
っ
て
一
人
の
遣
い
手
が
人
形
を
操

る
、国
内
に
は
3
地
域
の
み
現
存
す
る
貴
重
な
伝
統

芸
能
で
す
。
明
治
時
代
に
は
盛
ん
に
興
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
大
正
時
代
に
は
映
画
な
ど
他
の

娯
楽
の
台
頭
で
興
行
が
減
り
、
人
び
と
の
記
憶

か
ら
遠
ざ
か
り
ま
し
た
。昭
和
46
年
に
県
が
行
っ
た

調
査
に
よ
り
人
形
と
道
具
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

で
再
び
脚
光
を
浴
び
、
復
活
公
演
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
で
は
コ
ピ
ス
み
よ
し
に
お
け
る
毎
年
の

公
演
や
、
小
中
学
校
等
で
の
訪
問
公
演
を
通
じ
て

町
の
伝
統
芸
能
を
内
外
に
発
信
し
、
後
継
者
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

※
木
箱
の
内
側
に
前
に
二
つ
、
後
ろ
に
一
つ
車
輪
が
つ
い
て

い
て
、
人
形
遣
い
が
座
っ
た
ま
ま
歩
く
と
前
後
に
動
け

ま
す
。
後
ろ

に
体
重
を
か

け
る
と
前
輪

が
動
い
て
、

自
由
に
方
向

転
換
が
可
能

で
す
。

芸
術
文
化
の
拠
点

文
化
会
館
コ
ピ
ス
み
よ
し

「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
み
よ
し
※

」や
竹
間
沢

車
人
形
な
ど
の
鑑
賞
・
公
演
を
は
じ
め
、
地
域
の

芸
術
文
化
活
動
の
発
表
・
参
加
な
ど
様
々
な
催
し

が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
「
無
観

客
で
も
が
ん
ば

ろ
ー
！
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
配
信
し
、

芸
術
文
化
事
業

を
持
続
可
能
に
す

る
た
め
の
支
援
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

住

藤
久
保
1
1
0
0

－

1
☎
0
4
9

－

2
5
9

－

3
2
1
1

休

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）・
年
末
年
始

※
国
内
外
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
首
席
奏
者
、
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
者
や
上
位
入
賞
者
た
ち
か
ら
結
成

コロナ対策のうえ歓迎セレモニーを実施事前トレーニングキャンプの様子

三
芳
町
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
最
終
調
整
の
た
め
、

令
和
3
年
7
月
17
日（
土
）か
ら
7
月
23
日

（
金
）の
間
、オ
ラ
ン
ダ
女
子
柔
道
チ
ー
ム
が

三
芳
町
で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

淑
徳
大
学
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ
か
、小

中
学
生
と
の
交
流
を
行
う
な
ど
、リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
万
全
の
状
態
で
選
手
村
へ
送
り
出

し
ま
し
た
。大
会
で
は
70
㎏ 
級
の
サ
ン
ネ

選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
女
子
柔
道
チ
ー
ム

事
前
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ

三芳町柔道連盟の中学生たちや淑徳大学女子
柔道部と交流

役場前にてホストタウン応援サポーターらが
集まり、選手村へ送り出しました

全小中学校をバスで巡回訪問し、子どもたち
の声援を受けるオランダ選手

町に来てくれたサンネ・ヴァン・ダイケ選手（中央）
テシー・サフェルクルス選手（右から2番目）

柔道女子70㎏ 級
銅メダル獲得

事前キャンプ
の様子

共生社会
ホストタウン

共生
  社会

みよしまつり 世界一のいも掘りまつり

産業祭・農産物品評会

産業

自然•環境

主要道路 三芳スマート IC

総合拠点ゾーン

地域拠点ゾーン

都市計画道路

県道

主要幹線（町道）

住居系

農業系

商業系

工業系

自然環境保全ゾーン

みどり共生産業ゾーン

景観形成ゾーン

伝統農法を守り、農業収益の向上や環境保全を実現する取り組みが評価され、平成27年度「第54回農林
水産祭 むらづくり部門」において天皇杯を受賞しました観

光

令
和
の
森
公
園「
せ
せ
ら
ぎ
水
辺
広
場
」で
は

水
遊
び
が
で
き
る
ほ
か
、
他
の
公
園
に
は
な
い

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
が
あ
り
ま
す（
要
予
約
）。

夏
は
セ
ミ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
採
集
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
竹
間
沢
こ
ぶ

し
の
里
は
、
斜
面
林
の
中
に
散
策
道
が
設
け
ら

れ
、
湧
水
が
池
や
小
川
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
や
昆
虫
採
集
が
で
き
る
ほ
か
、

初
夏
に
な
る
と
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
林
に
囲
ま
れ
た

東
屋
で
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

緑
豊
か
な
自
然
環
境

東
屋
で
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

町
の
特
産
品「
富
の
川
越
い
も
」

の
生
産
を
担
う
農
家
が
軒
を
連
ね

て
い
ま
す
。

販
売
時
期（
9
月
〜
12
月
頃
）に

な
る
と
、の
ぼ
り
旗
が
立
ち
並
び
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
み
よ
し
野
菜
の
直

売
が
行
わ
れ
ま
す
。い
も
掘
り
を

体
験
で
き
る
農
家
さ
ん
も
。そ
の

他
の
グ
ル
メ
や
自
然
な
ど
様
々
な

出
会
い
と
発
見
が
待
っ
て
い
ま
す
。

い
も
街
道農業遺産を巡る

3つの散歩道
おすすめ
散策コース

観光情報ページの
グルメスポット

観光情報ページの
町の特産品

みよしまつり
の様子

シンフォニエッタ
みよしの公演

竹間沢車人形
公演の様子

【動画】

【動画】

【動画】

【動画】

【PR動画】

農業遺産

【PR動画】

マレーシアの国技である
「バドミントン」のパラ
競技体験会を開催しま
した

多民族国家マレーシア
の主宗教であるイスラ
ム教の教え“ハラル※”を
理解するために、マレー
シアの多様な価値観や
文化を学びました
※豚肉やアルコールを口にし
ない等、食事に関する教え

鶴瀬駅

みずほ台駅
東武東上線

三芳PA
三芳スマートIC

川越IC

所沢IC

関
越
自
動
車
道

国道254号

国道463号

三芳町役場

県道
三芳
・

富士
見線

県道
さい
たま
・

ふじ
み野
・所
沢線

東の玄関口

西の玄
関口

50周年を迎えた三芳町の魅力を
ご紹介します。

いいね　三芳町

三芳町のSNS＆オンライン情報 》 三芳町公式Twitter 三芳町観光情報 三芳町政策研究所 三芳町公式LINE おいもトリップおさんぽNavi三芳町地域コミュニティメール 50周年記念誌冊子版三芳町公式YouTube


